
令和６年11月18日（月）

第１回 民俗資料収集・保存方針等検討委員会



民俗博物館資料収集・保存方針等検討委員会の概要

１．委員会設置に至る経緯

民俗博物館で収集した約45,000点の民俗資料を保管するために、本館以外のプレハ
ブ等も活用。
しかし、施設の老朽化により保管環境の劣悪化が進んでいることから、基準に基づき資
料を整理し本館内に収蔵できるよう取り組む。
安易な廃棄ありきではなく、よりよい収集と整理を図るため、外部有識者の意見が必要。

２．委員会の目的

下記事項に関して県に意見すること
・民俗資料の収集・保存方針の策定
・民俗資料のデジタル保存基準の策定
・民俗資料の除籍の手順規定の策定 等
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奈良県立民俗博物館の概要①

奈良県立民俗博物館条例（昭和４９年１０月７日 奈良県条例第九号）

第１条
郷土の風俗慣習及びこれに伴う生活用具等で生活の推移の理解に欠くことのできない資料（以下「民俗資料」という。）の
保存と活用を図り、県民文化の向上に資するため、奈良県立民俗博物館(以下「民俗博物館」という。)を大和郡山市に設置
する。

博物館だより 創刊号（昭和５０年１月２５日）

県において、これらの民俗資料をできるだけ収集保存して永く後世に伝えるとともに、県民が民俗資料をとおして先人の生
活を追体験し、郷土の伝統、風俗、習慣などに対する理解と認識を深め、生活文化の向上に資するようこの県立民俗博物館が
設立された。

所在地：大和郡山市矢田町５４５
（県立大和民俗公園内）

設立 ：昭和４９年１１月１０日
規模 ：建築面積 ４,６４２㎡

延床面積 ６,３５４㎡
地下１階、地上２階

構造 ：鉄筋コンクリート造

外観
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奈良県立民俗博物館の概要②

展示室

１階

地下

収蔵庫
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収蔵品数の推移及び資料の保管場所の状況

収蔵品数の推移 保管場所の状況

・高度成長期における生活様式の急速な変化に伴い、様々な民具が消滅する危機感から、積極的に資料を収集
・本館収蔵庫に収まらないことから、適時、緊急避難的にプレハブ等を設置し、収蔵庫として活用
・さらに旧高田東高校や旧郡山土木事務所への仮置きを開始
・平成24年（2012年）からは収集抑制を強化

４



これまでの資料収集の考え方①

民俗博物館だよりから抜粋（一部要約）

【第22号】（Ｓ５４年度）
○開館までの資料収集は民俗資料全般に亘る総合的な収集方式
○開館後は主として年に数回開催するテーマ展示に対応した収集方式
○これを補完するため今年（Ｓ５４年）から、2 ケ年計画で綜合的見地より
重点収集資料品目を選定収集
(今回の綜合収集計画では生業のうち諸職関係資料に重点)

【第27号】（S56年度）
〇民俗博物館の対象としている分野は次の通り
①衣、食、住②生産生業(農耕、山樵、漁ろう、狩猟、養蚕、畜産、染織、
手工製造、諸職)③交通、運輸、通信④交易⑤社会生活⑥信仰
⑦民俗知識⑧民俗芸能、娯楽、遊戯⑨人の一生⑩年中行事
⑪伝説、昔話
〇第2次民俗資料収集は、未収集資科のうち早急に収集しなければ
消失してしまうおそれのある次の民俗資料を重点的に収集
（１）生産・生業に用いられたもの
①手工・製造用具 ②諸職用具
（２）信仰生活に用いられたもの
講用具

５第２次民俗資料収集（S５４～S５６ ２カ年計画）



これまでの資料収集の考え方②

【第５７・５８合併号】（S64・H元年度）
※当時、民俗博物館だよりで県民向けに広報
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これまでの資料収集の考え方③

【第94号】（Ｈ１６年度）

○Ｓ54年には、第2次民俗資料収集として、各種手工・製造用具、信仰用具及び講用具について、1,091点を収集
○Ｓ57年度、吉野地域の山村生産関係用具1,226点が県の有形民俗文化財指定
○Ｈ14年度より、民具の写真撮影や実測図の作成、調査票の作成などを含め、 3年計画で作業
○Ｈ15年度後期からは「奈良盆地の農業生産・生活用具」の体系化にむけた準備作業を開始
○設立当初に目標としていた点数の約8割を収集し終えたことや収蔵スペースが手狭になってきたこと、昭和30～４０年代
の社会変化から30～40年経過して民俗資料が大幅に減少していることや、実際に使っていた人が高齢化していることから、
これまでの様に、民具を網羅的に収集・保存することは困難
○今後は、特定の資料を収集・保存することを目指すと共に、収蔵資料の積極的な活用や意義づけを実施
○創立30周年を迎え、これまでの活動に節目をつけると共に、博物館として新たな段階に入っている。その活動を象徴的に示
しているのが、「吉野の山村生産用具」や「奈良盆地の農業生産・生活用具」などのコレクション化事業
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ランク 基準 点数

1 1,908

2 2,394

奈良県立民俗博物館　収蔵品の概要

県指定文化財
牛耕用具・瓦作り用具・大和万歳

（３件）

資料内容

国指定文化財
吉野林業と林産加工用具

（１件）

吉野林業と林産加工用具（国指定重要民俗文化財）
指定年月日：平成19年3月7日

奈良県の牛耕用具（県指定）
平成19年3月30日

奈良の瓦作り用具（県指定）
平成9年3月21日

大和万歳資料（県指定）
平成25年3月29日

８

1,908

2,394

令和６年１0月末現在



金魚養殖関連資料

農業生産用具 奈良晒、大和木綿資料

９

約
9,000

令和６年１0月末現在



ランク 基準 点数

奈良県立民俗博物館　収蔵品の概要

コ

レ

ク

シ

ョ
ン

化

資

料

その他の

コレクション

・大和の仕事着、裁縫雛形、挽茶用

具、奈良茶碗、奈良団扇、大和売薬、

吉野漆器、奉献絵馬、呪符、教科書、

雛人形　等

6,6974

資料内容

奈良茶碗 大和売薬資料

雛人形

大和の仕事着 絵馬

１０

約
7,000

令和６年１0月末現在



ランク 基準 点数

1,852

一般資料

資料内容

奈良県立民俗博物館　収蔵品の概要

未分類・未登録資料

5 23,290

・服飾、食器、家具

・農耕、山樵、養蚕、染織等生業関係

・乗物、通信、旅行

・看板、引札、証文

・防災、贈答、戦争

・祭礼、呪術、奉納

・芸能衣装、仮面、楽器、遊具、玩具

・冠婚葬祭、育児 武者人形
（19C前半）

饗食用具

駕籠（かご） 和算関係資料

育児

１１

約
23,000

約1,900

令和６年１0月末現在



○旧高田東高等学校

唐箕（とうみ）（穀物を上部逆三角から通し、風力で砂や塵などと分離する）

写真①

踏車（ふみぐるま）（田へ揚水する道具。水車を足で踏み、回転させることで、
低所の水路から高所の田へ水を汲み揚げる。）

足踏み脱穀機など（収穫した稲穂から籾を落とす道具） 除草機（水田の中の雑草を刈る道具） １２



○旧郡山土木事務所 写真②

鉄砲風呂、人力車など
（鉄砲風呂…火を燃やしてお湯を温める釜が付属している風呂桶）

踏車、箪笥など

箪笥 駕籠（かご）（棒の両端を人が担いで人を運ぶ乗物。
乗る人物の身分などによって使用できる種類が分かれる。） １３



○旧郡山土木事務所 写真③

長持（ながもち）（衣類や寝具の収納に使用された長方形の木箱） 民具の部材

書籍（明治～昭和初期）垂箕（篩）
１４



民俗資料の整理状況①

１ 資料情報について
資料台帳が複数あるため、統合に向けて作業中
資料台帳間で資料情報が重複（R6.10末時点で概ね整理済）
資料の情報不足（出自・保管場所情報なし等）

２ 保管資料について
➀旧高田東高校 ：令和６年度中に退去し、閉館中の展示室に全て移動する予定

収蔵品の現物確認済、資料台帳と現物のマッチング完了
②旧郡山土木事務所：将来的に退去を求められている

資料台帳と現物のマッチング未了
③本館収蔵庫 ：資料台帳と現物のマッチング未了（作業中）
④館外プレハブ２棟 ：築２５年経過しており老朽化

資料台帳と現物のマッチング未了
※➀旧高田東高校の保管資料（民具約3000点）、②旧郡山土木事務所の保管資料（民具約4500点＋書籍約７５００点）

については、平成26年度～28年度の搬出資料整理（27年度仮プレハブ解体）、平成29年度～31年度の委託整理事業、
令和元年～６年度の資料整理により基本的な整理作業（写真撮影・台帳作成）を実施。

１５



民俗資料の整理状況②

３ 現在の作業工程

・旧台帳を統合
・新台帳を作成
・現物確認
・法量測定
・写真撮影

１６



民俗資料の整理状況③

新台帳について（旧高田東高校収蔵資料の例）

１７
※黒塗りは個人情報

新番号 保管場所 旧番号 資料名 元所蔵者 市町村 町域名 長・縦(cm) 幅・横(cm) 高(cm) 奥行(cm) 状態 備考 写真有無 札
委託
データ

ファイル名

1 調理室 PA4389 エブリ 不明 不明 不明 125.0 52.0 11.0 ○ × ×

2 調理室 PA4390 エブリ 不明 不明 不明 142.0 73.0 11.0 ○ × ×

3 調理室 K16256 縄綯機 中西　靖明 天理市 勾田町 132.0 102.0 59.0 銘板「白川式」 ○ ○ ○ 高田東資料リスト.xlsx

4 調理室 K8470 掛矢 高橋利昌 大和郡山市 西岡町 86.5 23.0 9.5 破損、シミ・汚れ ○ × ○
民俗博物館資料整理台
帳.xlsx

5 調理室 K8446 掛矢 高橋利昌 大和郡山市 西岡町 96.0 17.0 11.0
破損、虫害、腐
食、シミ・汚れ

○ × ○
民俗博物館資料整理台
帳.xlsx

6 調理室 PB1052 ヨキ 鳥見 大和郡山市 城町 95.5 3.5 22.0
破損、腐食、シミ・
汚れ

○ × ○
民俗博物館資料整理台
帳.xlsx

7 調理室 PB1051 鳶口 不明 不明 不明 98.0 14.5 3.5
破損、腐食、シミ・
汚れ

○ × ○
民俗博物館資料整理台
帳.xlsx

8 調理室 PB1049 鳶口 不明 不明 不明 134.5 14.0 3.5 腐食、シミ・汚れ
柄（墨書）
「玄林堂工場防
護團」

○ × ○
民俗博物館資料整理台
帳.xlsx

9 調理室 K6831 株切り 室邦育 生駒郡平群町 三里 120.0 16.0 15.5 腐食、シミ・汚れ
刃（陰刻）
「室」

○ × ○
民俗博物館資料整理台
帳.xlsx

10 調理室 PB1032 掛矢 森栄 安堵町 窪田117 87.0 24.0 13.5
破損、虫害、腐
食、シミ・汚れ

○ × ○
民俗博物館資料整理台
帳.xlsx

11 調理室 PB1046 モミサラエ 不明 不明 不明 173.0 59.0 11.5
破損、腐食、シミ・
汚れ

○ × ○
民俗博物館資料整理台
帳.xlsx

12 調理室 K5380 鋤 吉岡善昭 大和高田市 奥田551 65.0 14.5 2.5
破損、腐食、シミ・
汚れ

○ × ○
民俗博物館資料整理台
帳.xlsx



収集・保存方針等の体系・骨子
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収集・保存方針等の体系案

奈良県立民俗博物館
収集・保存方針 基準

民俗博物館
運用マニュアル

共通基本方針

収集に関する方針

保存に関する方針

除籍に関する方針

活用に関する方針

コレクション資料基準

デジタル保存基準

寄贈・寄託マニュアル

保存マニュアル

除籍マニュアル

貸出マニュアル

資料展示・活用計画

資料展示・活用計画

１９



収集・保存方針の骨子案

奈良県立民俗博物館 収集・保存方針

規定項目 規定主旨

共通基本方針 民俗博物館の目的など前提となる基本方針

収集に関する方針
収集する資料の基準

（具体的なコレクションテーマは別途策定）

保存に関する方針
資料の台帳整備や点検

デジタル保存

除籍に関する方針 除籍する基準や手続き

活用に関する方針 貸出、撮影、展示に関する事項

A県

基本方針

収集基準
分野別方針

方針規定項目 別の定め

B県

受領・受託判断基準
分野別方針

方針規定項目 別の定め

２０



他館における参考事例

共通基本方針 P２２
収集に関する方針 P23～P27
保存に関する方針 P28
除籍に関する方針 P29～P31

２１



共通基本方針①

（参考 1）鳥取県立博物館の博物館資料収集方針

１ 基本方針
（１）鳥取県の自然、歴史・民俗及び美術（以下「３分野」という。）に関する資料の全てを収集の対象とする。
（２）３分野に関して、常時展示又はテーマを設定して展示するために必要な資料は、計画的かつ重点的に収集する。
（３）鳥取県に関する資料と比較して展示等を行うことで、鳥取県に関する資料を補完し、又は両資料の関連を紹介でき
、もって鳥取県の特徴等の理解が高まる資料はできる限り収集する。

（基本方針）
第3条 資料館は、次に掲げる方針に基づき、資料を管理するものとする。
（１）資料館は、区民等の教養、調査・研究、教育普及等に資する資料を収集する。
（２）資料館は、収蔵資料を良好な状態で展示、調査・研究、教育普及その他に利用することができるよう適切に保管し
なければならない。

（３）資料館は、適正な資料構成の維持に努めるとともに、区民等の共通の財産として有効に活用しなければならない。

（参考 2）東京都豊島区立郷土資料館資料収集管理要綱

２２



収集に関する方針①

（参考１）鳥取県立博物館の博物館資料収集方針 等

鳥取県立博物館の博物館資料収集方針
２ 分野別方針
（２）歴史・民俗分野
ア 鳥取県民が所有するもの又は鳥取県内で出土したもの。
イ 鳥取県にゆかりのあるもので歴史上又は学術上の価値が高いもの。
ウ 既存の博物館資料等と比較考量して調査研究又は展示、教育普及活動に供するために必要なもの。
エ 購入及び寄贈等に際しては、必要に応じて鳥取県立博物館協議会人文部会専門委員の意見を聞くことができる。

鳥取県立博物館 自然及び歴史・民俗資料の収集基準
・民 俗
１ 鳥取県の民俗芸能用具並びに儀礼・信仰関係用具
２ 民俗事象を表す写真・映像・音源などの資料
３ 地域的な特色を示す衣・食・住に関する資料
４ 機械化されていない諸職用具の収集(製品見本、製作工程見本の制作依頼を含む)
５ 農具・養蚕具・製紙用具・漁具については館蔵品の補完的収集
６ 鳥取県で製作され、使用された機器等

２３



収集に関する方針②

（参考 ２）和歌山県立紀伊風土記の丘資料館資料収集方針 等

第２条 民俗資料
（１）民俗資料は、「衣食住、生業、信仰、年中行事等に関する風俗慣習、民俗芸能、民俗技術及びこれらに
用いられる衣服、器具、家屋その他の物件で県民の生活の推移の理解のため欠くことのできないもの」
（和歌山県文化財保護条例第2 条（3））とする。
（２）県民の生活の推移を理解することのできる用具・資料を網羅的に収集する。とくに各号に該当する資料
は重点的に収集する。
①地域的な特色を示す衣・食・住に関する資料
②機械化されていない諸職用具の収集(製品見本、製作工程見本の制作依頼を含む)
③農具・漁具・養蚕具・工匠用具は、館蔵品の補完的収集
④当県の民俗芸能用具並びに儀礼・信仰関係用具
⑤民俗事象を表す写真・映像・音源などの資料

（３）和歌山県内に関わらず、次の各号に該当し、当県との関連性が高いと判断できる資料を収集する。
①当県内の製作又は生産と認められる資料
②当県内の影響を受けている又は当県内に影響を及ぼしたことが明らかな資料

（４）実物資料の収集が困難な場合は、複製品・三次元データ等の二次資料も積極的に収集する。
（５）出所・経緯・価値等を明らかにするために資料と一体的に収蔵・保管する必要のある文献、写真、映像、
音源等の記録類を併せて収集する。
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収集に関する方針③

（参考 ２）和歌山県立紀伊風土記の丘資料館資料収集方針 等 （つづき）

『和歌山県立紀伊風土記の丘資料受領・受託判断基準』

第１条 和歌山県立紀伊風土記の丘管理規則第9 条又は第10 条の規定により寄贈又は寄託の申し出を受けた際に、
『和歌山県立紀伊風土記の丘資料館資料収集方針』及び本基準に適合する場合、受領又は受託する。
２ 和歌山県立紀伊風土記の丘館長は受領又は受託する際に、和歌山県立紀伊風土記の丘協議会の意見を聴くことが
できる。

第２条 考古資料は、（以下、略）

第３条 民俗資料は、博物館での展示・活用を前提として将来にわたり保管・管理する必要のある資料を選択して受領又
は受託することができる。選択は、収蔵の有無及び収蔵数、地域的特色の有無、民俗資料の種類、製作・使用年代、意匠、
保管状態、資料構成、文化財としての重要性、移動・保管の可否を総合的に勘案して行う。
（２）民俗資料は、前項のほか教育普及活動等において活用できる資料を必要に応じて受領又は受託することができる。
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収集に関する方針④
（参考 ３）北栄町歴史民俗資料館資料収集方針

（収集の基本方針）
町民が郷土に親しみ、愛着、誇りを持つ心を育み、ひいては地域の文化・芸術の人材育英にもつなげるため、北栄町の地
域的、伝統的特性を表す人々のくらしと文化に関わる歴史・民俗・美術・自然に関する資料を収集対象とする。
（資料の収集基準）
１ 北栄町にとって歴史上重要な資料（古文書類、絵図面、人物誌等）
２ 北栄町にとって重要な民俗資料（砂丘開拓、農業、生活等）
３ 北栄町にとって重要な美術資料（前田寬治、生田和孝、加藤兼兵衛等）
４ 北栄町にとって重要な自然に関する資料
ただし、原則として郷土文化を研究するためコレクション化すべき資料を除き、既に収集している資料と同種及び同等未
満の資料は収集しない。

（参考 ４）真庭市文化財資料（民具等）収集方針

（資料の収集基準）
真庭地域の特性として、歴史、文化、民俗、風土、習慣など暮らしの推移を理解するために以下の場合に必要な民具等の
収集を行う。
①民具等として、重要な価値があるもの
②使用人物や背景が分かり、特に保存が必要なもの
③墨書など来歴（購入や使用の経過等）が残り、特に保存が必要なもの
④民具等の素材が歴史・民俗の解明上必要となるもの
ただし、既に収集している資料と同種及び同等未満の資料は収集しない。 ２６



収集に関する方針⑤
（参考 ５）東京都江戸東京博物館資料収集具体的方針

（収集対象）
（1） 収集すべき博物館資料の時代的範囲は、近世初期から現在までとする。ただし、必要に応じて中世以前又は
未来に関する資料も収集するものとする。
（2） 収集すべき博物館資料の地域的範囲は、おおむね現在の都域とする。ただし、関連を要する場合には都域外
に及ぶものとし、必要に応じて全国的、世界的視野からの収集を考慮する。
（3） 資料収集にあたっては、（別記１）の場合を除いて重複して収集しないよう留意する。
（4） 近現代資料の収集にあたっては、とくに（別記２）の事項に留意する。
（別記１）
重複する場合は下記の場合などのような明確な理由が存在する場合とする。
① 長期間展示に供する場合、資料の劣化を防止するために同種の資料で展示替えを必要とする場合
② 資料収蔵委員会で系統的に収集することを承認した資料の場合
③ 同一の資料を所蔵していても、由緒・来歴などが異なるなど、別の資料価値を有する場合
④ コレクションを構成する資料の一部で、当該資料を外して収集することが困難な場合
⑤ その他、知事が必要を認める場合
（別記２）
①時代
変化変容の速度や資料評価に要する時間を考慮し、収集時点からおよそ２０年前の資料までを重点的に扱うこ
ととする。ただし、建造物関連資料については、５０年前までを目安とする
② 収集の際の考慮要件
近現代資料に顕著な特質である産業技術史的価値を有する資料、あるいは、伝統技術や生活文化の変化変容を
示すもの、科学技術の生活文化化を示す資料、都市生活や近現代の生活の諸相・特質をあらわす資料とする ２７



保存に関する方針①

（参考 １）豊島区立郷土資料館資料収集管理要綱

(登録及び保管)
第9条 資料館は、資料を収集したときは、資料台帳に必要事項を記録保存し、展示、調査・研究、教育普及
その他に利用するため、収蔵資料として登録、整理しなければならない。
2 資料館は、収蔵資料を良好な状態で保管するとともに、適時に点検及び調査を行い、その所在及び状
態を確認しなければならない。
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除籍に関する方針①

（参考 １）小坂町立総合博物館郷土館資料規則

（廃棄）
第３０条 館長は、郷土館資料が損傷して展示の価値を失ったとき、あるいはその他の理由により展示することができなく
なったときは、それを廃棄することができる。
（廃棄の手続き）
第３１条 館長は、郷土館資料を廃棄するときは、教育長に郷土館資料廃棄届（様式第１０号）を提出して、その承認を得
なければならない。館長は事項の郷土館資料廃棄届を提出するにあたっては、あらかじめ郷土館資料収蔵選定委員会の
意見を聞いて行うものとする。

（資料の除籍）
北栄町として必要または活用する資料を保存することを前提としたうえで、他の機関との連携も考慮し、次の場合は資料
を除籍する。
１ 広域的な特徴を表す資料等で他の機関へ譲渡することにより学術的な価値がさらに高まり、広域的な研究
の推進につながる場合や教育普及活動等に活用される場合
２ 整理・保存の取り組みにより、展示・調査研究が困難な劣化及び同種同等以上の資料が確認できた場合
（資料の収集及び除籍における留意事項）
資料の収集及び除籍については図書館及び他の機関と常に協力・連携する。

（参考 ２）北栄町歴史民俗資料館資料収集方針
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除籍に関する方針②

（参考 ３）豊島区立郷土資料館資料収集管理要綱

（廃棄及び除籍）
第16条 資料館は、収蔵資料を正確に把握し、適正な資料構成を維持するため、その価値を失ったと認めら
れる資料その他の収蔵することが適当でないと認められる資料について、廃棄及び除籍するができる。

2 資料を廃棄及び除籍する場合は、第17条および第18条に定める基準に基づき廃棄・除籍資料調書を作成し、
必要に応じて学識経験者に意見を聴取したうえで行うものとる。

3 資料館は、資料の廃棄及び除籍の記録を保存しなければならない。

(廃棄)
第17条 廃棄の対象となる資料等及びその基準は、次の各号のとおりとする。
(1) 汚損、破損が著しく、補修が不可能であり、資料価値を失ったと認められるもの
(2) 時間の経過等により、資料価値を失ったと認められるもの
(3) 同種の資料を複数収蔵しているときにおいて、時間等の経過により、利用の可能性が低下し、複数収蔵
する必要がないと判断されたもの

(4) 資料の状態、資料構成、利用頻度、展示、調査・研究、教育普及その他の活用、及び収蔵能力等を総合
的に判断して、収蔵することが適当でないと認められる資料

(5) 保存を必要としない複製物
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除籍に関する方針③

（参考 ３）豊島区立郷土資料館資料収集管理要綱（つづき）

(除籍)
第18条 資料館は、収蔵資料を廃棄したとき、又は寄託資料を返還したときは、除籍しなければならない。
2 除籍の対象となる資料及びその基準は、次の各号のとおりとする。
(1) 第9条第2項に規定する資料点検及び調査の結果、所在不明となった資料又は資料台帳への誤登録であることが
判明した資料で、除籍することが適当と認められるもの
(2) 貸出し期間中に紛失した資料で、現物弁償が不可能なもの
(3) 予期し得ない災害その他の事故により、滅失した資料
3 資料館は、資料を除籍するときは、除籍台帳に必要事項を記録し保存しなければならない。
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Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

委員会の開催※

収集・保存方針の策定
※他自治体等への譲渡のルール等
についてもあわせて整理予定

資料整理

デジタルアーカイブ

本館改修
（展示室改修、空調設備・EV等の修繕）

Ｒ７年度中に策定

収
集
・保
存
方
針

運
用
開
始

方針に基づき
資料整理

展
示

再
開

方針に基づき
デジタルアーカイブ化

●第１回（11月）

●第２回（1月頃）

●第３回（3月頃）

●第４回～

事前の資料整理
（データベース整理等）

デジタルアーカイブ準備
（写真撮影等）

※第２回以降の開催月は、日程調整の結果変更の可能性あり

今後の民俗博物館及び検討委員会の予定

基本計画 設計 工事（展示室、設備等）


